
 

事 務 連 絡 

令和４年６月３０日 

 

高齢者施設等 代表者 各位 

 

鹿児島市 長寿あんしん課長  

 

 

「爆発的感染拡大警報」から「感染拡大警戒期間」への移行等に関する知事メッセージ

を踏まえた対応について（通知） 

 

 かねてから、本市の介護保険・高齢者福祉行政にご理解とご協力を賜り感謝申し上げます。 

 また、平素より高齢者施設等における感染症対策にご尽力いただいておりますことに御礼申

し上げます。 

 さて、令和４年６月２９日付で鹿児島県より標記の件につきまして通知がありましたのでお

知らせいたします。 

人流の増える夏を迎えるにあたって、熱中症対策にも留意しながら、改めて場面に応じた感

染対策を徹底していただきますようお願いします。 

なお、貴法人の介護サービス事業所等への周知についても併せてお願いします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【お問い合わせ】 

長寿あんしん課 長寿施設係 

電話 099-216-1147 FAX 099-224-1539 

Eメールchoujuanshin-shi@city.kagoshima.lg.jp 



高 生 第 1 6 9 号
建 第 1 0 - 1 1 号
令和４年６月29日

各関係施設等の長 様

鹿児島県くらし保健福祉部
高齢者生き生き推進課長
介 護 保 険 室 長

鹿児島県土木部
建 築 課 住 宅 政 策 室 長

「爆発的感染拡大警報」から「感染拡大警戒期間」への移行等に関する知
事メッセージを踏まえた対応について（通知）

本県の高齢者福祉行政の推進につきまして，日頃より御理解，御協力をいただき，
深く感謝申し上げます。

本日，県新型コロナウイルス感染症対策本部会議が開催され，本県の新規感染者数
については緩やかな減少傾向にあり，爆発的に感染が拡大する局面ではないものの，
依然として高い水準にあり，再度の感染拡大を警戒する必要があることから，本日を
もって「爆発的感染拡大警報」から「感染拡大警戒期間」へ移行することとなりまし
た。

病床使用率は20パーセントを下回る日が多く，重症，中等症Ⅱの患者も減少してお
り，医療提供体制がひっ迫している状況ではありませんが，今後，病床使用率が20パ
ーセントから安定的に低下するか，今しばらく注視する必要があることから，警戒基
準はレベル２を継続することとしています。

高齢者施設等ではクラスターも発生しております。重症化リスクの高い高齢者など
の施設利用者への感染が拡大すると，医療提供体制のひっ迫や死亡者の増加につなが
りかねません。

各関係施設等におかれては，これまでも感染防止対策に取り組んでいただいている
ところですが，これまで送付している下記通知等を再確認していただき，引き続き感
染防止対策を徹底していただくようお願いします。

通所介護，老人短期入所事業所等を併設されている施設等におかれましては，各事
業所への周知についても併せてお願いします。

記

○令和４年１月19日付け高生第369号・建第10-378号
○令和４年３月11日付け高齢者生き生き推進課長・介護保険室長連名通知

（問合せ先）
鹿児島県くらし保健福祉部高齢者生き生き推進課・介護保険室

施設整備係（担当 有川） ℡：099-286-2703
事業者指導係（担当 畠中）℡：099-286-2687

土木部建築課住宅政策室
住宅企画係（担当 平野） ℡：099-286-3740
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鹿児島県知事メッセージ

「爆発的感染拡大警報」から「感染拡大警戒期間」への

移行等について

令和４年６月29日

（新型コロナ対策課）

■はじめに

○ 本日，新型コロナウイルス感染症の本県における最近の感染

状況等を踏まえて，県対策本部会議を開催いたしましたので，

その概要等についてご説明申し上げます。

■これまでの「爆発的感染拡大警報」発令・継続について

○ 本県においては，まん延防止等重点措置が解除された３月６

日以降も，新規感染者数が高い水準で推移していたことなどか

ら，「爆発的感染拡大警報」を継続し，様々な機会を捉えて基

本的な感染防止対策の徹底などを，県民の皆様方にお願いして

きたところです。

■感染状況について

○ 県民の皆様のご協力により新規感染者数は減少いたしました

が，直近１週間の10万人当たりの新規感染者数は全国上位とな

っているなど，依然として高い水準にあります。

○ 最大確保病床使用率については，６月13日には約５か月ぶり

に20パーセントを下回ったところです。６月27日現在，重症患

者は１人，酸素投与の必要な中等症Ⅱの患者は11人であり，医

療提供体制が逼迫している状況にありませんが，今後も推移を

注視する必要があります。
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■警戒基準レベル「２」の継続

○ このように，本県においては，病床使用率が20パーセントを

下回る日が多く，重症，中等症Ⅱの患者も減少しており，医療

提供体制が逼迫している状況ではありませんが，今後，病床使

用率が20パーセントから安定的に低下するか，今しばらく注視

する必要があることから，専門家のご意見等も踏まえ，本県の

警戒基準は，レベル２を継続することといたします。

■「爆発的感染拡大警報」から「感染拡大警戒期間」への移行

○ 本県の新規感染者数については，緩やかな減少傾向にあり，

爆発的に感染が拡大する局面ではありませんが，依然として高

い水準にあり，再度の感染拡大を警戒する必要があることか

ら，「爆発的感染拡大警報」から，「感染拡大警戒期間」に移

行することといたします。

○ なお，九州各県においても，すでに独自の警報等の発令を終

了しているところです。

■会食における人数制限の取り扱い

○ これまで，飲食店の皆様におかれましては，業種別のガイド

ラインの遵守など，感染防止対策の徹底や，第三者認証の取得

をお願いしてきたところです。また，県民の皆様には，会食に

際して，第三者認証を取得した店舗など感染防止対策を徹底し

ている店舗をご利用いただき，店舗の取組に協力するととも

に，同一グループの同一テーブルでの飲食は４人以下となるよ

うお願いしてまいりました。

○ 第三者認証店につきましては，まん延防止等重点措置の終了

が決定した３月４日時点で，3,979店が認証されていました

が，６月27日時点で4,598店と増加し，飲食店が最も多い鹿児

島市では，店舗総数（約4,000店舗）の５割を超える 2,306店

舗が認証取得するなど，飲食店での感染リスクを下げる取組が

進んできております。
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○ また，会食等を起因とする感染機会も，新規感染者数が減少

傾向となった５月23日以降(5/23～6/19)では，感染者全体の

1.24％と少ない状況にあるほか，飲食店におけるクラスター

は，４月14日以降確認されておりません。

○ さらに，新規感染者数は引き続き減少傾向にあり，病床使用

率は20パーセントを下回る日も多く，また，入院患者について

も重症，中等症Ⅱの患者も少なく，医療提供体制は逼迫してい

る状況にはありません。

○ このような状況や，第三者認証店は認証基準に基づき感染防

止対策を徹底されていることなどを踏まえ，第三者認証店にお

いては，会食に際しての同一グループの同一テーブルでの飲食

は４人以下という人数制限を解除することといたします。

○ 県民の皆様方におかれましては，ご利用に際しては，引き続

きマスク会食など店舗が実施する感染防止対策へのご協力をよ

ろしくお願いします。

○ 飲食店の皆様におかれましても，今後とも，業界団体のガイ

ドラインを遵守し，感染防止対策に取り組むとともに，この第

三者認証の取得をよろしくお願いいたします。

■ワクチンの早期接種

○ ワクチン接種につきましては，本県における３回目の接種率

が63パーセントとなっておりますが，年代別に見ると，20歳未

満が32パーセント，20歳代が48パーセントと，若年層での割合

が低い状況となっています。

○ ワクチンの３回目接種により，発症予防効果や重症化予防効

果が回復するとされています。

また，60歳以上の方や18歳以上で基礎疾患を有する方等を対

象とした４回目の接種も始まっております。
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新型コロナワクチンの接種を希望される方は，早めの接種を

お願いいたします。

■ＰＣＲ等検査無料化事業の実施

○ 現在，感染の主流であるオミクロン株は，感染力が強いこと

から，早期に感染を確認し，感染を拡げないことが重要です。

○ 無症状の方で，感染不安のある方を対象としている無料のＰ

ＣＲ等検査については，７月31日まで延長することといたしま

したので，お近くの無料検査場をご活用ください。

■外出，移動

○ これから，夏休みの時期を控え，人の移動の活発化や，会食

を含めた人との接触機会の増加が想定されます。

○ 外出・移動の際には，基本的な感染防止対策を徹底し，三密

を避け，体調管理をしっかりと行い，時期の分散や無料ＰＣＲ

等検査の活用を含め，「うつさない」，「うつらない」行動を

心がけてください。

○ 喉の痛みや倦怠感など少しでも体調の異変を感じた場合に

は，外出・移動を控え，早めにかかりつけ医等の地域の医療機

関にご相談ください。

○ また，気温の高い日が続くこれからの時期は，熱中症のリス

クが高まります。屋外では，熱中症予防のため，近くに人がい

ない場合や会話を行わない場合は，マスクを外すなど，場面に

応じた正しいマスクの着用をお願いいたします。

■学校における感染防止対策

○ 県内では，学校での感染も多く確認されており，基本的な感

染対策を継続する必要がありますが，夏季の学校の活動におけ

るマスク着用については，熱中症対策を優先して，登下校，体
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育の授業の際には，マスクを外し，その上で，できるだけ距離

を空けて，近距離での会話を控えるようお願いします。

○ 部活動等においては，密を避け，十分な換気を行うほか，休

憩時等において会話をする際にはマスクを着用するなど，感染

防止対策を徹底し，体調不良の場合は参加せず，感染不安があ

る場合は無料のＰＣＲ検査をご活用いただくようお願いしま

す。

■高齢者施設等における感染防止対策

○ 高齢者施設等ではクラスターも発生しております。重症化リ

スクの高い高齢者などの施設利用者への感染が拡大すると，医

療提供体制の逼迫や死亡者の増加につながりかねません。

○ 施設の従事者の皆様におかれては，有症状のときは出勤を控

えるとともに，入所者等と接触する場合には，こまめな手洗い

や消毒をお願いします。また，会話時や近い距離で接触すると

きは，入所者を含めてマスク着用をお願いします。

■家庭内における感染防止対策

○ 感染経路について，家庭内で感染するケースが，最近では全

体の約６割を占め，依然として多く確認されております。家庭

内においても，引き続き，帰宅時や食前・食後のこまめな手洗

い，定期的な換気などを実践してください。

○ 特に，高齢者や基礎疾患のある方と会話する時などは，家庭

内でもなるべくマスク着用するなど，感染リスクを減らす対応

をお願いいたします。

■宿泊療養施設の確保

○ 県では，感染者のうち，高齢者や基礎疾患のあるご家族と同

居している方で，自宅における感染防止対策が困難な方には，

優先的に宿泊療養施設への入所をご案内しております。ご自身
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の療養だけでなく，家庭内感染の拡大防止のためにも，宿泊療

養施設への入所について，ご理解・ご協力をお願いいたしま

す。

■需要喚起策

○ 県では，コロナ禍において原油価格・物価高騰に直面する生

活者や事業者の負担軽減を図るとともに，効果的な需要喚起策

を展開することにより，県内経済の早期回復に努めることとし

ております。

○ 市町村が行う地域消費喚起プレミアム商品券の発行等を支援

するとともに，飲食サービス，特産品等の購入に利用できる割

引クーポン（ぐりぶークーポン）に係る予算を増額し，配信期

間を延長することとしています。

○ また，国におきましては，平時に近い経済社会を取り戻すと

いう観点から，今月10日に外国人観光客の受入を再開するとと

もに，今後，全国を対象とした新たな観光需要喚起策を実施す

ることとしております。

○ 県としては，新型コロナウイルスの感染状況などを踏まえつ

つ，今後，国の施策とも連携して，観光需要喚起策などに積極

的に取り組んでまいります。

○ 今後とも，県民の皆様の安心・安全と，経済社会活動の両立

に向けて，取り組んでまいります。

■おわりに

○ 県民の皆様の命を守るために長期間にわたり，日夜献身的に

貢献していただいている医療従事者の皆様方，そして，感染防

止にご協力いただいているすべての関係者，県民の皆様方に

は，改めて感謝を申し上げます。



7

○ 感染が拡大している中，感染者，その家族，治療に当たって

いる医療機関とその関係者，ワクチンの接種ができない方や，

接種しないことを選択された方等に対する，不当な差別や偏

見，いじめ等がないよう正確な情報に基づいた，冷静な行動を

お願いいたします。

○ 新型コロナウイルス感染症の状況については，新規感染者は

緩やかに減少しているものの，学校や家庭，医療機関，高齢者

施設等での感染が確認されております。

○ 今後の感染を抑えるためには，県民の皆様方お一人お一人の

ご協力が重要であります。

皆様方におかれては，この間，感染防止対策の徹底が重要で

あることについて十分ご理解いただき，実践していただいてい

るところです。

○ 皆様方の感染防止対策が，ご自身はもとより，ご家族や友

人，また，地域を守り，今後の感染再拡大を防ぐことにつなが

ります。

○ 県民の皆様には，改めて，本県の感染状況や感染防止対策に

ついてご理解いただくとともに，感染の再拡大を防ぐため，引

き続き警戒感を持って，感染防止対策を徹底していただきます

ようお願い申し上げます。













別紙1



10

別紙2



別紙3


